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昨
年
９
月
、
美
濃
市
の
「
う
だ
つ
の
上
が
る

町
並
み
」
で
開
催
さ
れ
た
森
と
木
の
マ
ル
シ
ェ

「
森
の
散
歩
道
」
に
は
、
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
、
森
や
木
・
地
域
文
化
の
魅
力
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

●
収
穫
の
多
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

地
域
の
森
林
・
木
材
・
暮
ら
し
に
関
す
る
良

質
な
作
品
や
体
験
、
情
報
を
提
供
し
、
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
取
り
組
み
を
来
場
者
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
多
分
野
で
活

躍
す
る
卒
業
生
や
在
校
生
の
交
流
・
情
報
交
換

の
場
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
、
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会

を
提
供
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●
今
年
も
10
月
初
旬
に
開
催
予
定
！

森
と
美
濃
町
・
人
を
つ
な
ぐ
マ
ル
シ
ェ
「
森

の
散
歩
道
」
。
森
林
や
地
域
の
課
題
は
多
様
な

要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、
一
つ
の
解
決

策
で
は
な
く
、
多
方
面
か
ら
同
時
に
解
決
策
を

探
る
こ
と
で
解
決
の
糸
口
が
見
え
て
く
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
森
は
楽
し
い
、
木
は
楽
し
い
と

思
え
れ
ば
、
も
っ
と
森
も
地
域
も
人
も
幸
せ
に

な
れ
る
は
ず
！

今
年
も 

10
月
初
旬
に
開
催
予
定
で
す
！　

今

後
も
情
報
を
発
信
し
て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
！

●
い
い
モ
ノ
、
い
い
コ
ト
に
出
会
え
る
散
歩
道

「
森
の
散
歩
道
」
は
、
美
濃
市
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
「
う
だ
つ
の
上
が

る
町
並
み
」
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
ミ
ノ
マ
チ

ヤ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
一
企
画
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
ミ
ノ
マ
チ
ヤ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
『
手
仕
事
が

つ
く
る
、
上
質
で
丁
寧
な
暮
ら
し
を
、
美
濃
の

町
家
か
ら
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
が
、
町

屋
（
空
き
家
）
に
疑
似
出
店
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
町
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
狙
い
も
あ

り
、
実
際
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
と
し

て
空
き
家
に
出
店
を
決
め
る
例
も
出
始
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

「
森
の
散
歩
道
」
は
、
２
年
目
と
な
る
今
回

か
ら
企
画
運
営
や
出
店
に
関
心
が
あ
る
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
や
卒
業
生
、
教
員
が
実

行
委
員
会
を
つ
く
り
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
は
歴
史
的
な
町
並
み
の
中
心
地
に
あ

る
、
か
つ
て
美
濃
和
紙
の
原
料
問
屋
だ
っ
た
町

屋
（
空
き
家
）
を
お
借
り
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
定
期
的
に
対
話
を
重
ね
な

が
ら
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
会
場
の
現

地
下
見
を
兼
ね
て
中
庭
の
草
刈
り
や
清
掃
を
有

志
で
行
い
ま
し
た
。

●
川
上
か
ら
川
下
ま
で
19
企
画
！

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か

し
、
森
や
木
、
林
業
、
里
山
保
全
、
木
材
、
木

工
、
自
然
体
験
、
歴
史
文
化
、
映
像
、
音
楽
、

盆
栽
、
ア
ー
ト
、
ゲ
ー
ム
、
ガ
イ
ド
な
ど
、
多

様
な
ジ
ャ
ン
ル
が
集
ま
り
、
森
や
木
の
恵
み
の

奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業

生
の
出
店
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、
在
校
生
に

と
っ
て
は
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
川
上
か
ら
川
下
ま
で
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
。

こ
ん
な
多
分
野
が
集
ま
る
機
会
は
な
か
な
か
貴

重
だ
と
思
い
ま
す
。

●
情
報
発
信
・
懇
親
会
も
充
実
！

今
回
の
会
場
は
道
路
か
ら
奥
ま
っ
て
お

り
、
入
口
も
狭
い
た
め
周
知
・
集
客
が
課
題
で

し
た
。
し
か
し
情
報
発
信
が
得
意
な
学
生
が

S
N
S
発
信
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
制
作
、
会
場
サ
イ

ン
計
画
を
担
当
し
、
結
果
、
多
く
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夜
に
は
出
店
者
同
士
の

交
流
の
場
も
開
か
れ
ま
し
た
。

上）美濃和紙の原料問屋だった町屋。風に
揺れる暖簾をくぐるとマルシェへ抜ける通り
土間がつづく。
左上）通り土間を抜けると出現する、大きな
蔵と中庭でマルシェが開催された
左）中庭では音楽やワークショップ、クラフ
ト、動物？でにぎわい、地元の方もたくさん
訪れていた。

学 生 がデ ザインしたフライヤー。
Instagram、Facebook、紙媒体などで
情報発信していった。 

チョウナを用いた木工作家のブース

蔵の中。木工作品を中心に、実演、
生け花、ゲームなどでにぎわう。

「森の散歩道」の最新
情報はコチラから
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